
報道発表（お知らせ）

「JGN２シンポジウム2007 in 広島」の開催について
～JGN２が拡大する知のフロンティア～

平成19年1月11日

記 

独立行政法人情報通信研究機構（以下、NICT。理事長: 長尾 真）は、NICTが運用する研究開発テストベッドネットワ
ーク「JGN２」（別紙１、２参照）の研究成果の公開、利用する研究者や関係者の相互交流、そして一層の利用拡大を目
的に、「JGN２シンポジウム2007 in広島」を平成19年１月17日（水）～19日（金）、広島国際会議場にて開催します。 

本シンポジウムでは、講演やパネルディスカッションを通じて、JGN２を利用した研究活動、地域における利活用状況、
JGN２国際回線（米国、タイ、シンガポール）を活用した国際共同実験などについて広く紹介します。 さらに、実験研究
の実演やパネル紹介を実施する他、「JGN２を活用した研究開発アイデアコンテスト」の表彰式（総務大臣賞、他）等も
行う予定です。

―JGN２シンポジウム2007in広島―

◆日 時 平成19年1月 17日（水）13:30 - 18:00
18日（木）9:30 - 17:30
19日（金）9:00 - 16:30

◆場 所 広島国際会議場（広島市中区中島町1番5号 平和記念公園内）

◆主 催 独立行政法人 情報通信研究機構

◆共 催 電子情報通信学会 インターネットアーキテクチャ研究会

◆後 援 総務省、広島県、広島市、国立大学法人広島大学、広島市立大学、中国経済連合会、広島商工会議所、
株式会社中国新聞社、NHK広島放送局、株式会社中国放送、広島テレビ放送株式会社、株式会社広島
ホームテレビ、株式会社テレビ新広島、広島エフエム放送株式会社、社団法人日本ケーブルテレビ連盟
中国支部、社団法人広島県情報産業協会、特定非営利活動法人中国・四国インターネット協議会、中国
情報通信懇談会、中国超高速ネットワーク連絡協議会、デジタルシネマ実験推進協議会、広島地域IPｖ６
推進委員会（順不同）

◆内 容 プログラムは別紙３を参照

◆参加費 無料

◆参加申込 本シンポジウムは、事前登録制となっております。（申込期限：平成19年1月16日（火））参加ご希望の方
は、JGN２シンポジウムホームページ（http://www.ilcc.com/jgn2）をご利用いただくか、FAXにてお申し込
みをお願いいたします。 

シンポジウム お申込先
JGN２シンポジウム2007事務局

TEL：03-5562-3677 FAX：03-5562-3666

◆その他
当シンポジウムは、「Advanced Internet Tour in Hiroshima, 2007」（2007年1月15（月）～19日（金））の一環として開催さ
れ、SAINT 2007（IEEE-CSと情報処理学会共催の国際会議）など、多くの関連する会議やセミナーも同時開催されます。 
ホームページ： http://www.csi.ad.jp/ait-hiroshima2007/

＜広報 問合せ先＞
総合企画部広報室
栗原 則幸、大野 由樹子
Tel: 042-327-6923、Fax: 042-327-7587

＜シンポジウムに関する問合せ先＞
連携研究部門 テストベッド推進グループ
田中 健二、高西 功
TEL：042-327-6005
FAX：042-327-5560



＜別紙１＞

＜研究開発テストベッドネットワーク（JGN2)の概要＞

1.目的

産・学・官・地域等と連携して、次世代のブレークスルーにつながるネットワーク関連技術の研究開発やアプリケーシ
ョンの開発など、基礎的・基盤的な実証実験を推進します。 
実践的な研究活動を通じて、情報通信分野の人材育成を推進します。 
地域における研究活動等を通じて、地域の活性化を推進します。 

2.特徴

光とIPを基本としたネットワーク 
最大20Gbps（10Gbps×2）の超高速ネットワーク 
各都道府県にアクセスポイントを設置（計64箇所） 
最先端の光交換機を導入し、高速交換等を実践
多様な実験が可能な光テストベッド環境を併せて整備 
日米回線（平成16年8月から運用開始）、シンガポール・タイ回線（平成17年11月から運用開始）についても併せて整
備 

（詳細は、http://www.jgn.nict.go.jp をご参照ください。）

＜別紙２＞



＜別紙３＞

＜シンポジウムちらし＞ 


